
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 Communication 英語Ⅲ ３ 第３学年 MY WAY English CommunicationⅢ(三省堂) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１,２年次に身につけた語彙と英文法の基礎を強固にし、リーディングスキルを高め、英語の総合力で

聞く・読む・書く・話すことができるようになることを目指す。語彙と英文法は反復して徹底し、精読

と多読を積み重ね、聞く・読むトレーニングと話す・書くアウトプット活動を実践しよう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（３単位）及び「英語語法研究」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

聞いたり読

んだりした

情報をまと

めて発表す

ることがで

きる。 

発表された

ものを聞い

て、質問した

り、自分の意

見を述べる

ことができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 
・インタ
ビュー
テスト 
・スピー
チ 

英文を読んだり

聞いたりして、

論理展開を意識

しながら要約文

にまとめること

ができる。 

インターネット

からの情報等も

活用しながら、

それらをまとめ

たスピーチ用の

原稿を書くこと

ができる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 
・スピー
チ原稿
作成 
・定期考
査 
英話法研
究 
・定期考
査 

自然な速さで話さ

れる講義やスピー

チなどを聞いて、

論旨をとらえたう

えで概要を理解す

ることができる。 

共通テストレベル

のリスニング問題

を聞いて、情報・

考えなどの概要を

とらえることがで

きる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 
・リスニン
グ副教材 

・500 語程度
の英文を一
定時間内に
読み、全体
の趣旨を理
解すること
できる。 

・社会問題等
について書
かれている
英文を精読
して、要点
や全体の概
要をとらえ
ることがで
きる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 
・音読活
動 
・定期考
査 
英話法研
究 
・定期考
査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

Narrow 

Boats in 

Britain 

（2 時間） 

英国におけるナ

ローボートの役

割の変遷と、現

代での人気の理

由を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ナローボートが人々

の間で人気となって

いる理由について、考

える。 

 

 ワークシートを利用

し、キーワードをもと

に各写真を用いながら

簡単な英語で説明する 

 

 

 ナローボートが

人々の間で人気とな

っている理由につい

て、考えようとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 助動詞＋受け身 / 比

較級・最上級 / 関係代

名詞 what 等を使用し

要約文をつくる。 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 ナローボートの特徴

を読み聞きし、日本語

で説明をする。 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 ナローボートの特

徴を読み聞きし、日

本語で説明をするこ

とができる 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 助動詞＋受け身 / 比

較級・最上級 / 関係

代名詞 whatの使い方

を理解する。 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 助動詞＋受け身 / 

比較級・最上級 / 関

係代名詞 what の使

い方を理解してい

る。 

 定期考査 

Lesson 2 

A Mayor of 

Machu 

Picchu 

Village 

（2 時間） 

ペルーのマチュ

ピチュ村の村長

になった野内与

吉の生き方を知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 野内与吉氏がペルー

で活躍できた理由に

ついて、理解する。 

 本課の内容について、

英問英答をしたり、知

り得た情報を英語で言

ったりしようとしてい

る。 

 野内与吉氏がペル

ーで活躍できた理由

について、理解しよ

うとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 

 受け身の分詞構文 / 

関係副詞の非制限用法

等を使用し要約文をつ

くる。 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 野内与吉氏がマチュ

ピチュ村の村長にな

るまでの出来事に関

する英文を読み聞き

し、日本語で説明す

る。 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 

 野内与吉氏がマチ

ュピチュ村の村長に

なるまでの出来事に

関する英文を読み聞

きし、日本語で説明

することができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 受け身の分詞構文 / 

関係副詞の非制限用

法の使い方を理解す

る。 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 受け身の分詞構文 

/ 関係副詞の非制限

用法の使い方を理解

している。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

iPS Cells 

（2 時間） 

iPS 細胞の仕組

みとそのはたら

き、可能性を知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 iPS 細胞を通じて、人

間の身体がどのよう

に成り立っているの

かについて、理解す

る。 

 

 ワークシートを利用

し、キーワードをもと

に各写真を用いながら

簡単な英語で説明する 

 iPS 細胞を通じて、

人間の身体がどのよ

うに成り立っている

のかについて、理解

しようとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 

 it is ～ that ... / 助動

詞＋受け身等を使用し

要約文をつくる。 

 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 人間の身体の細胞の

発達に関する英文を

読み聞きし、日本語で

説明する 

 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 

 人間の身体の細胞

の発達に関する英文

を読み聞きし、日本

語で説明することが

できる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 it is ～ that ... / 助

動詞＋受け身の使い

方を理解する 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 it is ～ that ... / 

助動詞＋受け身の使

い方を理解している 

 定期考査 

Lesson 4 

Roman 

Baths 

（2 時間） 

古代ローマの風

呂文化を知り、

その果たしてい

た役割を考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 古代ローマの風呂の
特徴について、知る。 

 本課の内容について、
英問英答をしたり、知り

得た情報を英語で言った
りしようとする。 

 古代ローマの風呂

の特徴について、知

ろうとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 seem to ～ / so ... 

that ～ / 部分否定等

を使用し要約文をつく

る。 

 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 現代のヨーロッパに

おける風呂事情に関

する英文を読み聞き

し、日本語で説明す

る。 

 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 古代ローマの風呂

の特徴に関する英文

を読み聞きし、日本

語で説明することが

できる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 seem to ～ / so ... 

that ～ / 部分否定の

使い方を理解する。 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 seem to ～ / so ... 

that ～ / 部分否定

の使い方を理解して

いる。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

Artificial 

Intelligence 

（3 時間） 

人工知能の進化

について知り、

社会に与える影

響について考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 人工知能と人間との

将来的な関わり方に

ついて、考える。 

 ワークシートを利用

し、キーワードをもと

に各写真を用いながら

簡単な英語で説明する 

 

 人工知能と人間と

の将来的な関わり方

について、考えよう

とする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 現在完了の受け身/ no 

matter how ～等を使

用し要約文をつくる。 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 人工知能の活用の現

状に関する英文を読

み聞きし、日本語で説

明する 

 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 

 人工知能の活用の

現状に関する英文を

読み聞きし、日本語

で説明することがで

きる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 現在完了の受け身/ 

no matter how ～の

使い方を理解する。 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 現在完了の受け身/ 

no matter how ～

の使い方を理解して

いる。 

 定期考査 

Lesson 6 

Digital 

Books vs. 

Printed 

Books 

（3 時間） 

電子書籍と紙の

書籍についての

討論を読み、双

方の特徴と、討

論における論の

展開方法を学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 電子書籍と紙の書籍

について、さまざまな

意見があることを知

る。 

 

 本課の内容について、

英問英答をしたり、知

り得た情報を英語で言

ったりしようとする。 

 

 電子書籍と紙の書

籍について、さまざ

まな意見があること

を知ろうとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を英

語で言ったり、要約文

にまとめる 

 

 関係代名詞の非制限用

法 / how to ～等を使

用し要約文をつくる。 

 本課の内容につい

て、知り得た情報を

英語で言ったり、要

約文にまとめること

ができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 紙の書籍に賛同する

人々の意見の英文を

読み聞きし、日本語で

説明する。 

 

 パートごとに本文の音

声を読んだり聞いたり

して、予習ノートを用

いながら内容を理解し

ていく。 

 

 電子書籍に賛同す

る人々の意見の英文

を読み聞きし、日本

語で説明することが

できる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 関係代名詞の非制限

用法 / how to ～の使

い方を理解する。 

 本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 関係代名詞の非制

限用法 / how to ～

の使い方を理解して

いる。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

Buckwheat 

Around the 

World 

（3 時間） 

各国におけるソバ

の生産と消費につ

いて知り、その食

文化を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ソバは日本だけで食べ

られているものではない

という事実について、知

る。 

 ワークシートを利用し、キ

ーワードをもとに各写真

を用いながら簡単な英語

で説明する 

 ソバは日本だけで食べ

られているものではな

いという事実につい

て、知ろうとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 比較・倍数表現 / 助動詞

＋受け身の使い方等を使

用し要約文をつくる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 ロシアとフランスのソ

バ料理に関する英文を読

み聞きし、日本語で説明

する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 

 ロシアとフランスのソ

バ料理に関する英文を

読み聞きし、日本語で

説明することができ

る。 

 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 比較・倍数表現 / 助動詞

＋受け身の使い方を理解

する 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 比較・倍数表現 / 助動

詞＋受け身の使い方を

理解している 

 定期考査 

Lesson 8 

A Message 

from Small 

Creatures 

（3 時間） 

ミツバチとスズメ

の減少から考えら

れる、環境の変化

とその影響を知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 人間はミツバチやスズ

メのような小さな生き物

から恩恵を受けていると

いう事実について、知る。 

 本課の内容について、英問

英答をしたり、知り得た情

報を英語で言ったりしよ

うとする。 

 人間はミツバチやスズ

メのような小さな生き

物から恩恵を受けてい

るという事実につい

て、知ろうとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 関係代名詞の非制限用法 

/ 助動詞＋進行形等を使用

し要約文をつくる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 ミツバチ、スズメの数の

減少とその理由に関する

英文を読み聞きし、日本

語で説明する。 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 ミツバチ、スズメの数

の減少とその理由に関

する英文を読み聞き

し、日本語で説明する

ことができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 関係代名詞の非制限用

法 / 助動詞＋進行形の

使い方を理解する。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 関係代名詞の非制限用

法 / 助動詞＋進行形の

使い方を理解してい

る。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

Aung San 

Suu Kyi 

（5 時間） 

アウンサンスーチ

ーさんの生き方を

通じて、信念を貫

くことの尊さを知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 アウンサンスーチーさ

んがミャンマーで支持さ

れている理由について、

理解する。 

 ワークシートを利用し、キ

ーワードをもとに各写真

を用いながら簡単な英語

で説明する 

 

 アウンサンスーチーさ

んがミャンマーで支持

されている理由につい

て、理解しようとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 現在完了の受け身 / 仮定

法過去完了 / 過去完了進

行形等を使用し要約文を

つくる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 アウンサンスーチーさ

んのことばを読み聞き

し、日本語で説明する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 アウンサンスーチーさ

んのことばを読み聞き

し、日本語で説明する

ことができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 現在完了の受け身 / 仮

定法過去完了 / 過去完

了進行形の使い方を理解

する 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 現在完了の受け身 / 

仮定法過去完了 / 過去

完了進行形の使い方を

理解している 

 定期考査 

Lesson 10 

The 

Wonders of 

Memory 

（5 時間） 

記憶のメカニズム

と、記憶力を高め

るための方法を学

ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 人間の記憶にまつわる

不思議について、知る。 

 本課の内容について、英問

英答をしたり、知り得た情報

を英語で言ったりしようと

する。 

 

 人間の記憶にまつわる

不思議について、知ろ

うとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 倒置 / 過去完了等を使用

し要約文をつくる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 記憶に影響を与える 5つ

の要因に関する英文を読

み聞きし、日本語で説明

する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 記憶に影響を与える 5

つの要因に関する英文

を読み聞きし、日本語

で説明することができ

る。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 倒置 / 過去完了の使い

方を理解する。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 倒置 / 過去完了の使

い方を理解している。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

A Moment 

Makes a 

Great 

Difference 

（5 時間） 

 

 

 

現代における「一

瞬」の重みを知り、

加速する現代社会

について考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 現代社会では、「一瞬」

が大きな意味を持つ場合

があることを知る。 

 

 ワークシートを利用し、キ

ーワードをもとに各写真

を用いながら簡単な英語

で説明する 

 

 現代社会では、「一瞬」

が大きな意味を持つ場

合があることを知ろう

とする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 関係副詞 / it is ～ 

that ... / 部分否定等を使

用し要約文をつくる。 

 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 特許申請における「一

瞬」の重みに関する英文

を読み聞きし、日本語で

説明する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 

 特許申請における「一

瞬」の重みに関する英

文を読み聞きし、日本

語で説明することがで

きる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 関係副詞 / it is ～ 

that ... / 部分否定の使い

方を理解する。

  

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

  

 関係副詞 / it is ～ 

that ... / 部分否定の使

い方を理解している。 

 定期考査 

Lesson 12 

Media 

Literacy 

（5 時間） 

 

メディアリテラシ

ーについて知り、

メディアとの関わ

り方を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 メディアリテラシーと

いう概念について、知る。 

 本課の内容について、英問

英答をしたり、知り得た情

報を英語で言ったりしよ

うとする。 

 

 メディアリテラシーと

いう概念について、知

ろうとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 前置詞＋関係代名詞 / 

had better ～ / 否定の倒

置等を使用し要約文をつ

くる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 インターネットを利用

する上で必要なメディア

リテラシーに関する英文

を読み聞きし、日本語で

説明する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 

 インターネットを利用

する上で必要なメディ

アリテラシーに関する

英文を読み聞きし、日

本語で説明することが

できる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 前置詞＋関係代名詞 / 

had better ～ / 否定の

倒置の使い方を理解す

る。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 前置詞＋関係代名詞 / 

had better ～ / 否定

の倒置の使い方を理解

している。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 13 

Obama’s 

Speech in 

Hiroshima 

（5 時間） 

 

オバマ元大統領が

広島で行った演説

の内容を知る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 オバマ元大統領が広島

で行った演説の内容につ

いて、理解する。 

 

 ワークシートを利用し、キ

ーワードをもとに各写真

を用いながら簡単な英語

で説明する 

 

 オバマ元大統領が広島

で行った演説の内容に

ついて、理解しようと

する。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 関係代名詞の非制限用法 

/ it seems that ～等を使

用し要約文をつくる。 

 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 オバマ元大統領が広島

で行った演説の要旨に関

する英文を読み聞きし、

日本語で説明する。 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 オバマ元大統領が広島

で行った演説の要旨に

関する英文を読み聞き

し、日本語で説明する

ことができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 関係代名詞の非制限用

法 / it seems that ～の

使い方を理解する。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 関係代名詞の非制限用

法 / it seems that ～

の使い方を理解してい

る。 

 定期考査 

Lesson 14 

A Variety of 

“Englishes” 

（5 時間） 

 

現代における英語

の多様性を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 世界ではさまざまな英

語が話されているという

事実について、知る。 

 

 本課の内容について、英問

英答をしたり、知り得た情

報を英語で言ったりしよ

うとする。 

 

 世界ではさまざまな英

語が話されているとい

う事実について、知ろ

うとする。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 省略 / 関係代名詞の非制

限用法等を使用し要約文

をつくる。 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 日本人が使う英語に関

する英文を読み聞きし、

日本語で説明する。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 

 日本人が使う英語に関

する英文を読み聞き

し、日本語で説明する

ことができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 省略 / 関係代名詞の非

制限用法の使い方を理解

する。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 省略 / 関係代名詞の

非制限用法の使い方を

理解している。 

 定期考査 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Reading 1 

A Special 

Moment in 

the Third 

Period 

（5 時間） 

 

日本の高校を舞台

とした物語を鑑賞

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活用

して、物語の内容をとら

えようとする。 

 

 ワークシートを利用し、キ

ーワードをもとに各写真

を用いながら簡単な英語

で説明する 

 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活

用して、物語の内容を

とらえようとすること

ができる。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言っ

たり、要約文にまとめる 

 

 形式目的語 / 付加疑問文 

/ 間接疑問文等を使用し要

約文をつくる。 

 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活用

して、物語を読み進め、

その内容をとらえる。 

 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活

用して、物語を読み進

め、その内容をとらえ

ることができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 形式目的語 / 付加疑問

文 / 間接疑問文の使い

方を理解する。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 形式目的語 / 付加疑

問文 / 間接疑問文の

使い方を理解してい

る。 

 定期考査 

Reading 2 

Rules are 

Rules? 

（5 時間） 

20 世紀初頭のア

メリカを舞台とし

た物語を鑑賞す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活用

して、物語の内容をとら

えようとする。 

 

 本課の内容について、英問

英答をしたり、知り得た情

報を英語で言ったりしよ

うとする。 

 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活

用して、物語の内容を

とらえようとすること

ができる。 

 観察 

「外国語表現の能力」 

 本課の内容について、知

り得た情報を英語で言

ったり、要約文にまとめ

る 

 be to 不定詞 / 過去完了 / 

倒置等を使用し要約文を

つくる。 

 

 本課の内容について、

知り得た情報を英語で

言ったり、要約文にま

とめることができる 

 英作文活動 

 スピーチ 

 定期考査 

「外国語理解の能力」 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活用

して、物語を読み進め、

その内容をとらえる。 

 パートごとに本文の音声

を読んだり聞いたりして、

予習ノートを用いながら

内容を理解していく。 

 これまでに学んだリー

ディング・スキルを活

用して、物語を読み進

め、その内容をとらえ

ることができる。 

 音読活動 

 リスニング副教材 

「言語や文化についての知識・理解」 

 be to 不定詞 / 過去完了 

/ 倒置の使い方を理解す

る。 

 本文中で用いられている

意味や用法を確認する。 

 be to 不定詞 / 過去完

了 / 倒置の使い方を理

解している。 

 定期考査 


